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　おいしく食事をしたり、会話を楽しむためには歯や口を健康に保つことが重要です。
　いくつになっても自分の歯で美味しく食べ、充実した生活を送るためには、子ども
のうちからのむし歯予防が大切です。
　本県は、以前より、乳幼児から学童期にかけて子どものむし歯が全国でも多い県で
した。
　この状況に対し、県では子どものむし歯予防に係る研修会や、むし歯のリスクが高
い乳幼児に対するフォローアップ事業を実施してきました。
　また、保育所・幼稚園等就学前の施設や学校等では、歯みがき指導や食生活の指
導、昼食後の歯みがきの励行等が実施されており、子どものむし歯は減少傾向にあり
ます。
　しかし、歯みがきや食生活は各家庭の生活環境等によるところが大きく、個人の努
力に委ねられ、むし歯がある子どもの数は確実に減少していますが、むし歯のある子
どもは複数本持っているという、健康格差が生じています。
　そこで、県では、平成24年に「福島県歯科口腔保健の推進に関する条例」を制定
し、これまで行われてきた歯みがき指導や食生活の指導に加え、歯の質を強くする
フッ化物の利用を推進することとしました。
　現在、多くの家庭でフッ化物配合歯磨剤（いわゆるフッ化物配合歯みがき粉）が使
用されています。また、一部の市町村や歯科医院では個人へのフッ化物歯面塗布が行
われております。
　さらに、これまでも一部の地域や施設では、フッ化物洗口にも取り組まれ、多くの
効果が見られております。
　特にフッ化物洗口については、厚生労働省からも４歳からの利用が勧められてお
り、本県としても就学前からの利用を勧めています。フッ化物洗口は家庭でも実施可
能ですが、集団で実施することにより、家庭の環境に影響されることなく、子どもた
ちが平等に効果を得ることで、健康格差の縮小を図ることが期待できます。
　本マニュアルが、これからフッ化物を活用しようとする方々や、既に実施や指導を
されている方々にも活用され、安全な方法・量で使用し、これまで実施してきた歯み
がき指導や食生活の指導との併用により、各地域のむし歯予防対策がより一層推進さ
れることを期待いたします。
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第１章
本県のむし歯の現状

　おいしく食事をしたり、会話を楽しむためには、健康な歯や口を保つことが欠かせません。ま
た、自分の歯でよく噛むことは、認知症や寝たきりの予防にもつながります。
　そこで、福島県では、いつまでも自分の歯でおいしく食べ、充実した生活を送れるよう、「福
島県歯っぴいライフ8020運動（80歳で20
本の歯を保つ）」を推進しています。
　歯を失う原因は図１のとおりですが、
破折の多くは外傷など物理的に非日常的
な大きな力が作用したものではなく、む
し歯により歯の神経を抜く治療をしたた
めと考えられます。そのため、「むし歯
由来」とみなすと、約半数がむし歯が原
因で歯を失っています。
　本県においては、むし歯は減少傾向に
ありますが、全国と比較すると多い状況
です。（表１～２）

全国順位
（むし歯有病率）

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

39位

43位

42位

43位

42位

44位

42位

42位

（38位）

（39位）

43位

45位

45位

47位

45位

47位全国順位
（一人平均むし歯数）

出典：国立保健医療科学院　全国乳幼児歯科健診結果、母子保健事業実績
　　　※H22年度　岩手県は盛岡市、宮城県は仙台市、福島県は郡山市といわき市のデータ

表１

図１　歯を失う原因
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出典：永久歯の抜歯原因調査報告書
　　 （財団法人8020推進財団）
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